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将
来
は
導
入
す
べ
き

将
来
は
導
入
す
べ
き

保
育
所
に
認
定
こ
ど
も
園
を

保
育
所
に
認
定
こ
ど
も
園
を

野
坂
　
大
切
な
子
ど
も
が
自

立
し
た
大
人
に
な
る
た
め
に
、

そ
し
て
心
豊
か
で
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
力
を
持
っ
た
日

本
人
に
な
る
た
め
に
は
、
幼

児
に
お
け
る
育
ち
方
が
大
切

で
あ
る
。
幼
児
教
育
は
、
家

庭
は
も
と
よ
り
幼
稚
園
や
保

育
所
に
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て

行
政
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

町
長
　
保
育
所
に
お
い
て
は
、

生
活
習
慣
の
習
得
、
言
葉
、

表
現
の
学
習
に
よ
り
「
生
き

る
力
」
の
発
達
を
涵
養
し
、

児
童
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
年
間
保
育
計
画
を

作
成
し
て
い
る
が
、
幼
児
教

育
の
基
本
的
考
え
に
つ
い
て

公
表
す
べ
き
も
の
と
し
て
定

め
た
も
の
は
な
い
。

野
坂
　
本
町
か
ら
町
外
の
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も

さ
ん
も
多
く
あ
る
。
小
学
校

就
学
前
の
教
育
は
以
後
の
成

長
に
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
保
育
園
は
福
祉
施
設

で
あ
り
、
幼
稚
園
は
学
校
教

育
課
程
の
幼
児
教
育
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
保
護
者
が

幼
稚
園
に
行
か
せ
る
の
は
幼

児
教
育
を
期
待
す
る
か
ら
で

も
あ
る
。

　
ま
た
、
親
の
家
庭
に
保
育

す
る
も
の
が
い
れ
ば
保
育
所

に
は
入
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
町
内
の
保
育
所
に

行
か
せ
た
く
と
も
親
の
生
活

実
態
に
よ
り
仕
方
な
く
幼
稚

園
に
行
か
せ
て
い
る
例
も
多

い
。

　
こ
の
度
新
し
く
制
度
化
さ

れ
た
、
誰
で
も
入
れ
る
、
そ

し
て
幼
稚
園
と
同
等
の
教
育

を
す
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
保
育
所
の
中
に
設
置
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長
「
認
定
こ
ど
も
園
」
構

想
は
、
伯
耆
町
全
体
の
保
育

の
在
り
方
、
幼
児
教
育
の
在

り
方
を
検
討
し
た
上
で
考
え

る
問
題
で
あ
る
。
将
来
的
に

は
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

法
律
が
出
来
た
ば
か
り
で
実

施
に
お
け
る
細
か
な
部
分
が

不
明
で
あ
る
。

　
制
度
を
研
究
し
保
育
、
幼

児
教
育
行
政
を
勘
案
し
な
が

ら
教
育
委
員
会
と
も
協
議
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

野
坂
　
こ
し
き
保
育
所
の
進

捗
状
況
は
。

町
長
　
用
地
の
選
定
及
び
定

員
等
の
検
討
を
行
っ
て
お
り

十
八
年
度
中
に
概
略
設
計
を

行
う
。

野
坂
　
新
保
育
所
の
規
模
と

機
能
及
び
全
町
民
か
ら
利
便

性
の
良
い
位
置
が
望
ま
し
い

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
検
討
委
員
会
の
答
申

も
あ
り
、
基
幹
保
育
所
と
し

て
の
位
置
付
け
、
児
童
数
の

減
少
に
伴
う
再
配
置
や
効
率

的
な
運
営
な
ど
の
観
点
か
ら

定
員
百
二
十
名
程
度
を
考
え

て
い
る
。
機
能
は
乳
児
保
育
、

延
長
保
育
、
一
時
保
育
に
も

対
応
で
き
る
も
の
に
し
た
い
。

位
置
は
現
在
の
位
置
か
ら
二

百
メ
ー
ト
ル
西
側
で
文
化
財

調
査
を
し
て
い
る
が
、
問
題

が
な
け
れ
ば
そ
こ
に
建
築
し

た
い
。

こしき保育所候補地（向こうに見えるのは現保育所）

野坂　明典



本
町
の
過
疎
対
策
は

本
町
の
過
疎
対
策
は

個
別
・
具
体
的
に
取
組
む

個
別
・
具
体
的
に
取
組
む

大
森
　
本
町
の
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
は
地
域
の
活
性
化

に
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
活

性
化
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い

る
過
疎
問
題
は
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
国
が
い
う
地
方

分
権
に
よ
る
自
立
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
過
疎
問
題
を

全
町
民
の
共
通
課
題
と
し
な

け
れ
ば
、
達
成
で
き
な
い
。

過
疎
化
の
要
因
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
そ
の
対
策
は
。

町
長
　
低
い
農
業
所
得
に
よ

り
農
業
離
れ
が
進
み
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
が
低
迷
し
、

そ
の
こ
と
が
少
子
高
齢
化
の

最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
上
、
バ
ス
を
中
心
と
し

た
地
域
交
通
が
な
く
な
る
と
、

過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
る
。

（
過
疎
化
の
影
響
と
し
て
）

・
人
口
流
失
に
よ
る
若
年
層

　
の
減
少
と
高
齢
化

・
管
理
者
の
不
足
を
原
因
と

　
し
た
農
地
、
林
地
の
荒
廃

・
農
地
、
林
地
の
荒
廃
に
よ

　
る
防
災
、
水
源
涵
養
な
ど

　
多
面
的
機
能
の
低
下

・
高
齢
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ

　
ュ
ニ
テ
ィ
や
共
同
作
業
な

　
ど
集
落
機
能
の
低
下

・
土
地
の
所
有
者
や
境
界
の

　
不
明

な
ど
が
あ
る
。

（
課
題
と
し
て
）

合
併
に
よ
り
過
疎
地
域
と
人

口
増
加
の
地
域
が
混
住
し
、

住
民
意
識
や
住
民
ニ
ー
ズ
が

異
な
り
、
税
金
の
使
い
方
、

行
政
施
策
に
不
満
が
生
じ
て

く
る
。

（
対
策
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
）

・
福
祉
の
向
上
、
企
業
誘
致

　
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、
Ｕ

　
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る

　
移
住
対
策
を
と
る
こ
と
で

　
人
口
減
少
の
抑
制
が
で
き

　
る

・
農
地
・
林
地
の
管
理
者
の

　
空
洞
化
を
防
ぐ
こ
と
で
、

　
農
林
業
の
振
興
、
魅
力
あ

　
る
ふ
る
さ
と
の
継
承
、
多

　
面
的
機
能
に
よ
り
地
域
防

　
災
の
強
化
や
安
定
し
た
水

　
の
供
給
が
で
き
る
。

(

今
後
の
過
疎
対
策
と
し
て)

　
三
年
後
の
法
期
限
経
過
後

も
協
働
意
識
の
も
と
に
主
体

的
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
個
別
事
業
で
緊
急
度
、

優
先
度
を
検
討
し
て
い
く
。

（
職
員
の
役
割
と
し
て
）

　
住
民
負
担
の
み
な
ら
ず
、

住
民
と
行
政
、
互
い
の
経
費

と
時
間
の
削
減
に
努
め
る
。

農
業
委
員
会
会
長�

（
外
部
要
因
と
し
て
）

①
現
状
四
割
減
反
の
転
換
作

物
と
し
て
収
益
性
の
高
い
作

物
が
な
く
、
農
業
離
れ
が
進

ん
だ
。

②
貿
易
の
自
由
化
で
米
価
が

下
が
り
、
農
業
所
得
が
低
下

し
た
。

（
内
部
要
因
と
し
て
）

①
農
家
の
高
齢
化
と
経
営
規

模
の
縮
小
が
進
ん
で
い
る
。

②
農
業
か
ら
他
産
業
に
転
職

し
、
後
継
者
の
育
成
が
で
き

な
い
。

③
結
婚
を
契
機
に
後
継
者
が

町
外
に
転
出
し
、
核
家
族
化

が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
為
、
遊
休
農
地
が
年
々

増
加
し
、
全
国
的
に
十
年
で

三
倍
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
水
田
で
十
二
・
四

％
、
畑
で
二
十
％
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
現
状

把
握
を
し
、
遊
休
農
地
解
消

に
取
り
組
む
。

又
、
今
年
二
月
に
設
立
し
た

西
部
地
区
遊
休
農
地
対
策
協

議
会
で
も
協
議
し
て
い
る
。

（
対
策
と
し
て
）

①
集
落
営
農
の
組
織
化
に
よ

り
、
集
落
全
体
で
農
地
・
農

業
を
守
っ
て
い
く
。

②
収
益
性
の
高
い
有
利
な
転

換
作
物
の
検
討
。
（
例
↓
ス

テ
ビ
ア
農
法
）

③
特
定
法
人
貸
付
事
業
（
新

規
参
入
）
の
導
入
。

④
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
て

の
補
助
事
業
。

⑤
花
嫁
対
策
事
業
。

以
上
の
対
策
を
合
わ
せ
行
い
、

活
性
化
を
図
る
。

大森　英一

町町町 政政政
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